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会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
お
健
や
か
な
令

和
３
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
本
会
の
事
業
運
営
に
関
し
ま
し
て
、
平
素
よ

り
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

私
は
、
昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
１
３
５
回

理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
会
長
に
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、

そ
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
日
の
互
助
会
を
取
り
巻
く
極
め
て
厳
し
い
情
勢
の

中
、
そ
の
使
命
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
本
会
の
目
的
で
あ

り
ま
す
公
共
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
市

町
職
員
等
の
福
利
厚
生
事
業
発
展
の
た
め
、
新
た
な
決

意
を
も
っ
て
諸
課
題
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
本
会
は
、
会
員
の
皆
様
の
互
助
制
度
の
組
織

と
し
て
昭
和
57
年
に
発
足
し
、
平
成
25
年
４
月
の
一
般
財

団
法
人
へ
の
移
行
を
経
て
、
本
年
で
40
年
目
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

昨
年
は
、
公
益
事
業
の
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
る
影
響
が

一
部
あ
り
ま
し
た
が
、
発
足
以
来
、
会
員
と
そ
の
ご
家
族

の
皆
様
方
の
ご
期
待
に
沿
う
べ
く
逐
次
事
業
内
容
の
充

実
を
図
り
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
互
助

会
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
や
感
染
症
な
ど
に
よ

る
社
会
経
済
情
勢
の
大
き
な
変
動
の
中
で
、
年
金
、
医

療
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
を
は
じ
め
、
地
方
公
務
員
の

定
年
年
齢
の
延
長
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
本
会
の
事
業
運
営
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
会
役
員
・
評
議

員
の
皆
様
に
令
和
３
年
度
以
降
に
お
け
る
互
助
会
事
業

に
つ
い
て
、
ご
検
討
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
多
く
の
課
題
が
山
積
す

る
大
変
難
し
い
時
期
に
あ
た
っ
て
の
会
長
就
任
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
互
助
会
事
業
の
円
滑
な

運
営
の
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
何
卒
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
方
の
益
々

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

﹇
会
　
長
﹈ 

加
藤
　
　
章  （
東
温
市
長
）

﹇
副
会
長
﹈ 

武
智 

邦
典 （
伊
予
市
長
）

﹇
副
会
長
﹈ 

三
谷 

仁 （
今
治
市
職
員
）

﹇
理
　
事
﹈ 

管
家 

一
夫 （
西
予
市
長
）

﹇
理
　
事
﹈ 

西
尾 

祥
之 （
宇
和
島
市
職
員
）

﹇
理
　
事
﹈ 

黒
井 

俊
博 （
宇
和
島
市
職
員
）

﹇
監
　
事
﹈ 

河
野 

忠
康 （
久
万
高
原
町
長
）

﹇
監
　
事
﹈ 

上
本 

隆
弘 （
砥
部
町
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

篠
原
　
　
実  （
四
国
中
央
市
長
）

﹇
評
議
員
﹈ 

石
川 

勝
行 （
新
居
浜
市
長
）

﹇
評
議
員
﹈ 

坂
本
　
　
浩  （
松
野
町
長
）

﹇
評
議
員
﹈ 

山
内 

貴
志 （
新
居
浜
市
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

井
関 

文
彦 （
松
山
市
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

久
保 

竜
児 （
伊
予
市
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

野
田 

裕
久 （
愛
媛
大
学
法
文
学
部
教
授
）

﹇
評
議
員
﹈ 

池
田 

正
司 （
元
松
山
市
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

白
石 

孝
夫  

前
愛
媛
県
市
町
村
職
員

年
金
者
連
盟
会
長

﹇
評
議
員
﹈ 

玉
井
　
信
正  

愛
媛
県
市
町
村
職
員

共
済
組
合
事
務
局
長

外
職
員
一
同

賀
正

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
般
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
村
職
員
互
助
会

会　

長　

加 

藤　

 　

章

年
頭
の

　

ご
あ
い
さ
つ
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評
議
員

役
　
員

評議員
久保 竜児

評議員
玉井 信正

評議員
井関 文彦

副会長
三谷　仁

評議員
白石 孝夫

評議員
野田 裕久

　

こ
の
度
、
退
任
さ
れ
ま
し
た
役
員
、
評

議
員
の
皆
様
に
は
、
任
期
中
の
ご
尽
力
に

対
し
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※ 

評
議
員 

宮
脇
馨（
上
島
町
長
）は
、
令
和
２
年

11
月
６
日
付
け
辞
任

理
　
事
　
菅
　
　
良
二 （
今
治
市
長
）

理
　
事
　
高
門
　
清
彦 （
伊
方
町
長
）

理
　
事
　
戸
田
　
光
文 （
西
条
市
職
員
）

理
　
事
　
上
田
　 

昌
宏 （
伊
方
町
職
員
）

理
　
事
　
細
川
　
洋
一 （
松
野
町
職
員
）

監
　
事
　
岡
本
　
　
靖 （
松
前
町
長
）

評
議
員
　
宮
脇
　
　
馨 （
上
島
町
長
）※

評
議
員
　
和
田
　
雅
志 （
久
万
高
原
町
職
員
）

退
任
さ
れ
た
役
員
及
び
評
議
員

評議員
坂本　浩

評議員
篠原　実

評議員
石川 勝行

副会長
武智 邦典

監　事
上本 隆弘

評議員
池田 正司

評議員
山内 貴志

理　事
管家 一夫

理　事
西尾 祥之

理　事
黒井 俊博

監　事
河野 忠康

会　長
加藤　章

愛
媛
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
の

任
期
満
了
に
伴
う
組
合
会
議
員
選
挙

に
伴
い
、
本
会
の
理
事
5
人
、
評
議

員
1
人
、
監
事
１
人
が
令
和
２
年
12

月
₁7
日
付
け
を
も
っ
て
辞
任
さ
れ
、

令
和
２
年
12
月
開
催
の
第
39
回
評
議

員
会
に
お
い
て
、
後
任
の
役
員
、
評

議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
月
開
催
の
第
１
３
５
回

理
事
会
に
お
い
て
会
長
及
び
副
会
長

が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
評
議
員
の
任
期
は
、
令
和

３
年
6
月
開
催
の
定
時
評
議
員
会
ま

で
、
理
事
及
び
監
事
の
任
期
は
令
和

４
年
6
月
開
催
の
定
時
評
議
員
会
ま

で
で
す
。

新
役
員
・

新
評
議
員
決
ま
る
！
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　互助会の退職者医療給付事業、共済グループ保険等の退職後の継続加入等については、次のような取扱いになります。詳
細やご不明な点は、互助会までお問い合わせください。

● 退職者医療給付事業の加入資格

※資格取得時の被扶養者は、資格取得申出書に記載し、必要書類を添付する。

加入資格がある
①共済組合の任意継続組合員・被扶養者である。
②国民健康保険又は健康保険の被保険者・被扶養者である。

一時拠出金の算定・払込書の送付（※５月頃）
平成７年４月１日以後の現職会員の掛金払込期間が３６０月に満たない者は一
時拠出金の払込みが必要です。（※５月末日までに納付）

①退職会員…満５５歳以上で満７０歳までに退職した者
②配偶者特別会員…満５５歳以上で満７０歳までに死亡退職した現職会員の配偶者で、満５５歳以上満７０歳までの者

加入資格がない

加入する 加入しない

退職後２０日以内に提出（所属所経由）
退職会員・配偶者特別会員資格取得申出書

退職後２０日以内に提出（所属所経由）
退職医療返還一時金請求書（※６月上旬～中旬頃に送金）

退　職

※ 被扶養者・・・主として退職会員の収入により生計を維持し
ている７０歳未満の者で、愛媛県市町村職員共済組合の認
定基準や取扱いを準用して、互助会が認定した者をいい
ます。新たに被扶養者の認定要件を備える者が生じた場
合、又は認定要件を欠くことになった場合は、「退職会員・
配偶者特別会員被扶養者申告書」により遅滞なく互助会に
届出してください。
　なお、被扶養者の認定を受ける場合は、扶養の事実が
生じた日から３０日以内に届出してください。３０日以内に
届出がされない場合は、互助会が受理した日から認定の
効力を生じることになります。取消の場合は、取消の事実
が生じた日に遡及して取消となります。

一時
拠
出
金
の
算
定

一 時 拠 出 金
(A)

算定基礎給料　
３１6,０００円

※ 算定基礎給料は、退職月の掛金の標準となった給
料月額又は毎年１月１日現在の現職会員の平均給料
月額のいずれか少ない金額

×　　　　　×　  60月　＝　28,440円
（360月－平成７年４月分以後の掛金払込月数）

一 時 拠 出 金
(B)

×　　　　　×　168月　＝　53,088円
（平成18年４月分以後の掛金払込月数）

控 除 額
(C) ５，０００円　×　　　　　　  0 年 ＝　　 　　　　  0 円 （ 満60歳を超えて資格取得する場合、一時

拠出金から差し引きます。）

退 職 餞 別 金
(D)

（5,000円×６年） ＋ （8,000円×３年）+ 0円 （特例）
＝ 54,000円

( 平成6年10月31日までに現職会員の資格を
取得していた者は、一時拠出金から退職餞
別金を差し引きます。）

一時拠出金払込額
（Ａ+Ｂ-Ｃ-Ｄ） (A)　28,440円　＋　(B)　53,088円　－　　(C)　0 円　－　(D)　54,000円　＝　27,528円

1.5
1000

1.0
1000

退職者医療給付事業1

　退職者医療給付事業に「加入する」又は「加入しない（加入できない）」のいずれかによって、次の手続きが必要となります。
加入手続

一時拠出金の入金確認後、次の書類を退職
会員のご自宅へ送付（※５月～６月中に送付）
・退職会員証・配偶者特別会員証
・退職医療給付金請求書（10部程度）
・退職者医療給付事業のしおり

退職医療給付金の請求
給付金の決定、送金

氏名変更・口座変更・健康保険の変更
退職会員・配偶者特別会員被扶養者異動報告書 ※添付書類などの保険者番号、被保険者記号番号はマスキングしてください。

（必要に応じて
提出するもの）

会員期間中に現職会員になった場合、
脱退・死亡した場合

・退職会員・配偶者特別会員資格喪失申出書
　兼退職医療脱退一時金請求書
・退職会員・配偶者特別会員資格喪失申出書
  兼退職医療死亡弔慰金請求書　

　〔事例〕昭和61年4月1日までに現職会員である者が令和2年3月31日に60歳で退職した場合
一時拠出金の算定

　退職会員又は配偶者特別会員の資格を取得した日から、満７０歳に達した日の属する月の月末までの間となります。
　　（※誕生日が１日の場合は、前月の月末までとなります。）

会員期間
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〔事例〕　  退職会員、配偶者特別会員及びその被扶養者が支払った１件当たりの医療費に係る給付内容
※高額療養費の自己負担限度額が57,600円に該当する者で、直近12か月の高額療養費該当回数が1～ 3回の場合

共済組合の任意継続組合員及び
その被扶養者

国民健康保険又は協会けんぽの
被保険者及びその被扶養者

医
療
費（
自
己
負
担
額
）

57,600円 共済組合から高額療養費が支給 国民健康保険又は協会けんぽから
高額療養費が支給

25,000円 共済組合から附加給付等が支給
互助会から退職医療給付金が支給

7,000円 互助会から退職医療給付金が支給
自己負担 自己負担

退職医療給付金＝50,600円退職医療給付金＝18,000円

● 1件の取扱い等
区　　　　　分 取　　　　　扱 例

1 診療を受けた医療保険制度ごとに１件 医療保険制度を異にして診療を受けた場合は、医療
保険制度ごとに１件

月の途中で協会けんぽから国民健康保険に変更し、そ
れぞれで診療を受けたとき…２件

2 診療を受けた月ごとに１件 月の初日から末日までの診療についての１か月を１件 同じ医療機関での診療が２か月にわたったとき…２件

3 診療を受けた医療機関ごとに１件 同じ月に医療機関を異にして診療を受けた場合は、
医療機関ごとに１件

同じ月にＡ病院、Ｂ病院で診療を受けたとき…２件
（複数科を有するＡ病院において、複数科にわたって
診療を受けたときは１件）

4 入院と通院の場合は、それぞれ１件 同じ月に同じ医療機関で入院と通院による診療を受
けた場合は、入院、通院ごとにそれぞれ１件 同じ月に入院→通院→入院したとき…２件

5 医療機関と保険薬局とが区別されてい
る場合は、それぞれ１件

同じ月に診療を受け、診療を受けた医療機関での処
方箋により保険薬局で薬代を支払った場合は、それ
ぞれ１件

受診した医療機関の処方箋により、保険薬局に薬代を
支払ったとき…２件

　※給付対象外
　　 ①室料差額等の保険適用外のもの（予防接種、健康診断、文書料、室料差額、自費による歯科治療等）、②入院時における食事療養標準負担額、
　　③受診時定額負担（特定機能病院及び地域医療支援病院を紹介状なしで受診）

　退職会員又は配偶者特別会員が満６０歳に達した日から満７０歳までの間において医療機関等で診療を受けた場合、及びその間
において退職会員等の被扶養者（満７０歳に達している者を除く。）が医療機関等で診療を受けた場合、当該医療機関等に支払った
保険診療分の一部負担金が１件につき7,000円（基礎控除額）を超えるとき、その超えた金額（100円未満切捨て）を給付します。
この場合、国民健康保険等から給付される高額療養費、共済組合等から給付される附加給付及びその他これらに類する制度の
給付を受けた場合、その給付された金額は控除します。
　なお、制度内容は、事業の収支状況、社会保障・地方公務員制度の状況等によって変更する場合があります。この場合、変
更した制度内容は全会員に適用されることになります。

● 給付金請求の取扱い
　受診者ごとに退職医療給付金請求書を作成し、次の必要書類を添付のうえ、互助会へ提出してください。なお、添付書類（証の写し）などの
保険者番号、被保険者記号番号は、マスキングしてください。
①   領収書………………  受診者氏名、受診年月、医療機関名、受診科、受診区分及び保険適用の自己負担額がわかる領収書 (領収印が押印さ

れているもの)（写し可）
②   高額療養費該当者…給付された高額療養費額のわかる医療保険者からの支給決定通知書の写し
③   その他………………医療機関において「限度額適用認定証」若しくは「限度額適用・標準負担額減額認定証」を使用した場合、その認定証の写し

　① 退職会員の診療に係る給付……本人医療給付金　  ② 配偶者特別会員の診療に係る給付……配偶者特別医療給付金
　③ 被扶養者の診療に係る給付……家族医療給付金 

❶退職医療給付金の内容

給付金の種類

　現職会員が退職又は死亡退職した際に、退職会員の資格取得要件を満たさないとき又は資格取得要件は満たしているが退職
会員となることを希望しなかったとき、次の①及び②に掲げる金額の合算額を給付します。
①　 平成7年4月1日から平成18年3月31日までの現職会員であった期間の年数（6月未満の端数は切り捨て、6月以上の端数は
1年に切り上げ）1年につき5,000円を乗じた額

②　 平成18年4月1日以後の現職会員であった期間の年数（6月未満の端数は切り捨て、6月以上の端数は1年に切り上げ）1年に
つき2,000円を乗じた額

❷退職医療返還一時金の内容

　６０歳以上７０歳未満の退職会員、配偶者特別会員が死亡したとき又は脱退したとき(現職会員になったときを含む。）は、死亡日
（又は脱退日）の翌日から７０歳に達するまでの年数１年（１年未満切捨て）につき10,000円を支給します。
　なお、資格取得申出をした55歳以上60歳未満の退職会員、配偶者特別会員が死亡したとき又は脱退したとき（現職会員に
なったときを含む。）は、一時拠出金相当額などを給付します。

❸退職医療死亡弔慰金・退職医療脱退一時金の内容

〔事例〕　  昭和57年4月1日に会員の資格を取得
した者が令和2年3月31日に退職した
場合の退職医療返還一時金の額

①5,000円×11年＝55,000円
②2,000円×14年＝28,000円
　退職医療返還一時金の額（①＋②）＝83,000円
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種類 加入条件 加入対象者 加入内容 退職後の保険料等

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険

団体定期保険 退職時に本制度に加入してい
る者が退職した場合

元組合員と配偶者
（※こどもの加入
はできません。）

満80歳６か月まで継続加入ができ
ます。改めて次の5コースから選択
のうえ、申込みが必要となります。
・500万円コース
・450万円コース
・250万円コース
・200万円コース
・100万円コース

〇退職（年度末）した年の未払い保険
料（4月～12月分）は、所属所を経由
して一括払込みとなります。一括払
込みいただくことにより、12月末ま
で退職時の保険内容が適用されます。
（団体定期保険、団体定期保険プラス、
医療保障保険、医療費支援制度、重
病克服支援制度、療養給付プラン及
び長期療養給付プラン）

〇退職した年の翌年以降の保険料は、
登録口座より毎月の口座振替をしま
す。また、併せて手数料314円／月（消
費税10%込）を振り替えます。（初回：
退職した年の12月）
（団体定期保険、団体定期保険プラス、
医療保障保険、医療費支援制度及び
重病克服支援制度）

団体定期保険プラス

退職時に本制度に加入してい
る者が退職した場合で、保険
料を一括前納し、団体定期保
険に加入の者

元組合員と配偶者

満80歳６か月まで継続加入ができ
ます。改めて次の各4コースから選
択のうえ、申込みが必要となります。
〔元組合員〕
・500万円コース
・250万円コース
・150万円コース
・100万円コース
〔配偶者〕
・400万円コース
・200万円コース
・150万円コース
・100万円コース

医療保障保険

退職時に本制度に加入してい
る者が退職した場合で、保険
料を一括前納し、団体定期保
険に加入の者

元組合員と配偶者
（※こどもの加入
はできません。）

退職した年の翌年からも退職時の
加入内容で、満69歳６か月まで継
続加入ができます。

医療費支援制度

退職時に本制度に加入してい
る者が退職した場合で、保険
料を一括前納し、団体定期保
険に加入の者

元組合員と配偶者
（※こどもの加入
はできません。）

退職した年の翌年からも退職時の
加入内容で、満69歳６か月まで継
続加入ができます。

重病克服支援制度

退職時に本制度に加入してい
る者が退職した場合で、保険
料を一括前納し、団体定期保
険に加入の者

元組合員と配偶者
退職した年の翌年からも退職時の
加入内容で、満71歳6か月まで継
続加入ができます。

療養給付プラン 退職した翌年１月以降の継続
加入はできません。 ー ー

〇退職（年度末）した年の未払い保険
料（4月～12月分）は、所属所を経由
して一括払込みとなります。

長期療養給付プラン 退職した翌年１月以降の継続
加入はできません。 ー ー

※退職した翌年の加入については、退職時に加入していた保険金額の範囲内でコース選択することになります。
※  口座振替及び配当金に係るご案内等の事務につきましては、業務委託業者である「株式会社　日本共同システム（ＮＫＳ）」が取り扱います。
なお、口座振替ができない月が２か月続くと「脱退」扱いとなりますので、ご注意ください。

が ん 保 険
退職時の加入内容で終身加入することができます。退職した年の未払い保険料は、所属所を経由して一括払込みとなります。
（※商品により、４月～１０月分、５月～１１月分）
その後の保険料は、１年分の一括前納となります。（※毎年10月に互助会から加入者あてに保険料の払込みのご案内をします。）

互 助 会 積 立 年 金

退職をもって積立ては終了しますので、加入されている方は、退職の際に一時金あるいは年金として受け取るか選択してくだ
さい。
　　ア　年金受取コース（10年、15年、20年確定年金・10年、15年、20年保証期間付終身年金)
　　イ　一時金受取コース
※ 年度末退職の方には、毎年１月中に、積立年金の払込満了のご案内（満了日、予想積立金額と払込保険料額など）をお送りし
ますので、お受取方法の参考にしてください。なお、アは、退職時の積立額・払込年数によっては、選択できない場合があ
ります。

厚生事業（退職後の共済グループ保険・がん保険・互助会積立年金）2

退職継続者の取扱い
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「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」及
び

「
退
職
予
定
者
相
談
会
」の

開
催
中
止
に
つ
い
て

　
50
歳
以
上
の
会
員
を
対
象
と
し
た
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
及
び
退
職
予
定
者
相

談
会
は
、
毎
年
、
当
互
助
会
と
愛
媛
県
市

町
村
職
員
共
済
組
合
が
共
同
で
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

開
催
中
止
と
し
て
お
り
ま
す
。
ご
参
加
を

予
定
さ
れ
て
い
た
今
年
度
退
職
予
定
の
皆

様
に
は
、
退
職
予
定
者
相
談
会
の
資
料
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の

資
料
は
、
退
職
予
定
者
の
う
ち
、
50
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
希
望
さ
れ
る
方
に
、
一
般
財

団
法
人
地
域
社
会
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
協
会
の

資
料
を
お
送
り
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
退
職
後
の
互
助
会
事
業
に
お
け

る
ご
不
明
な
点
は
、
当
互
助
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

退
職
さ
れ
る
現
職
会
員
の
皆
様
に
は
、

退
職
時
な
ど
に
係
る
給
付
金
の
請
求
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と

も
に
、
退
職
後
の
互
助
会
事
業（
４
Ｐ
～
６

Ｐ
）を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
退
職
後
の
豊
か

な
生
活
設
計
の
一
助
と
し
て
ご
利
用
・
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

―
共
済
グ
ル
ー
プ
保
険・積
立
年
金
―

「
み
ん
な
の
Ｍ
Ｙ
ポ
ー
タ
ル
」の

利
用
開
始
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
1
月
1
日
か
ら
、
利
便
性
向

上
の
た
め
、
共
済
グ
ル
ー
プ
保
険
・
積
立

年
金
の
引
受
会
社
で
あ
る
明
治
安
田
生
命

保
険
相
互
会
社
が
開
発
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス

テ
ム
の
専
用
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
み
ん
な
の

Ｍ
Ｙ
ポ
ー
タ
ル
」が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険
や
積
立
年
金
に
ご

加
入
さ
れ
て
い
る
方
及
び
未
加
入
の
方
の

全
員
が
利
用
で
き
る
共
通
サ
ー
ビ
ス
は
、

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険
の
商
品
内
容
、
資
産

形
成
情
報
及
び
健
康
増
進
情
報
の
閲
覧
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
会
員

の
皆
様
は
、
共
済
グ
ル
ー
プ
保
険
や
積
立

年
金
の
ご
自
身
の
加
入
内
容
の
閲
覧
が
で

き
ま
す
。
閲
覧
の
際
に
は
、
加
入
者
Ｉ
Ｄ

や
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
の
で
、
お
手

元
に
登
録
手
続
き
の
は
が
き
が
届
き
ま
し

た
ら
、
Ｉ
Ｄ
及
び
パ
ス
ワ
ー
ド
の
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
共
済
グ
ル
ー
プ
保
険
の
う
ち「
療

養
給
付
プ
ラ
ン
」、「
長
期
療
養
給
付
プ
ラ

ン
」に
つ
い
て
は
、
引
受
会
社
が
損
害
保
険

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の
た
め
、
こ
の
サ
イ

ト
で
は
加
入
内
容
な
ど
の
確
認
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

―
退
職
後
も
受
け
ら
れ
る
給
付
金
―

「
結
婚
祝
金
」「
出
産
祝
金
」の

請
求
に
つ
い
て

　
現
職
会
員
が
退
職
後
３
月
以
内
に
結
婚

し
た
と
き
、
現
職
会
員
が
退
職
後
６
月
以

内
に
出
産
し
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ「
結
婚

祝
金
」、「
出
産
祝
金
」が
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
退
職
時
の
所
属
所
を
経
由
し
て
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

―
告
知
要
求
制
限
に
係
る事

務
取
扱
い
―

　
医
療
保
険
の
被
保
険
者
等
の
記
号
・
番

号
が
個
人
単
位
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
健
康
保
険

事
業
又
は
こ
れ
に
関
連
す
る
事
務
の
遂
行

等
の
目
的
以
外
で
告
知
を
求
め
る
こ
と
を

禁
止
す
る「
告
知
要
求
制
限
」の
規
定
が
健

康
保
険
法
等
に
設
け
ら
れ
、
令
和
２
年
10

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
互
助
会
の
各
種
様
式

の
一
部
改
正
を
行
い
、
改
正
後
の
様
式
に

お
い
て
は
、
保
険
者
番
号
及
び
被
保
険
者

記
号
・
番
号
の
記
載
を
求
め
な
い
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
提
出
書
類
と
し
て
、
保

険
証
等
の
写
し
を
添
付
す
る
場
合
は
、
保

険
者
番
号
及
び
被
保
険
者
記
号
・
番
号
を

マ
ス
キ
ン
グ
の
う
え
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
マ
ス
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
互
助
会
に
お
い
て
マ
ス
キ
ン
グ
し

ま
す
。

　

ま
た
、
告
知
要
求
制
限
に
よ
る
各
種
様

式
等
の
一
部
改
正
に
係
る
互
助
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

10
月
１
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ
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が
ん
保
険・共
済
グ
ル
ー
プ

保
険
等
の
募
集
結
果

互 助 会 の 概 況
（令和2年１１月末現在）

・所 属 所 数  43
・会　員　数 現職会員数 16,133 人
 退職会員数 2,944 人
・被扶養者数  17,102 人
・給 料 月 額  300,906 円

発行所／一般財団法人愛媛県市町村職員互助会　松山市三番町5丁目13番地1　TEL／089-945-4045㈹　編集発行人／山内 定樹

が
ん
保
険（
令
和
2
年
11
月
か
ら
適
用
）に
つ
き

ま
し
て
は
、
令
和
2
年
6
月
〜
7
月
に
、
共
済
グ

ル
ー
プ
保
険
及
び
積
立
年
金（
令
和
3
年
1
月
か

ら
適
用
）に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
2
年
7
月
〜

9
月
に
か
け
て
募
集
い
た
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
予
防
の

た
め
、
募
集
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
公
務
ご
多
忙

の
と
こ
ろ
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
、
会
員
の
皆
様
が
在
職
中
の
み
な

ら
ず
退
職
後
に
お
き
ま
し
て
も
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
ま
た
少
し
で
も
皆
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
充
実
し
た
制
度
に
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
ご
計
画
さ
れ
る
際

に
は
、
ご
加
入
に
つい
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

な
お
、
令
和
３
年
1
月
1
日
現
在
の
共
済
グ
ル

ー
プ
保
険
等
の
加
入
状
況
は
下
表「
加
入
状
況
」

の
と
お
り
で
す
。

区　　　分 加 入 者 数（人） 保険金等（千円） 月額保険料（円）
がん保険 会　　員 2,202 ― 6,812,619

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険

団体定期
保険

組合員 7,679 132,117,000 35,758,701
配偶者 1,882 7,459,000 2,224,061
子　供 1,095 3,189,000 414,570
計 10,656 142,765,000 38,397,332

ボーナスコース 3,675 32,585,000 35,461,055

団体定期
保険プラス

組合員 5,795 36,634,000 6,490,408
配偶者 1,386 2,682,000 472,799
計 7,181 39,316,000 6,963,207

ボーナスコース 2,613 22,050,000 19,792,175
療養給付プラン 1,095 88,422 2,090,228

長期療養給付プラン 15 1,189 32,860

医療保障
保険

組合員 3,162 12,701 6,439,038
配偶者 551 2,344 1,239,614
子　供 489 2,101 470,877
計 4,202 17,146 8,149,529

医療費
支援制度

組合員 3,802 96,425 1,755,630
配偶者 513 13,050 267,281
子　供 338 8,450 115,934
計 4,653 117,925 2,138,845

重病克服
支援制度
（主契約）

組合員 3,797 5,877,000 6,120,234
配偶者 598 823,000 837,303
計 4,395 6,700,000 6,957,537

積立年金 月　払
一般型 267 770 口 1,540,000
個年型 650 2,311 口 4,622,000
計 917 3,081 口 6,162,000

（令和3年１月１日現在）加 入 状 況

　鬼のまちづくりの取り組みとして町内の道の駅に誕生した２つのモニュメン
ト。「森の三角ぼうし」にいる鬼王丸は「学業成就」、「金運アップ」、「恋愛
成就」の願いを叶える力があるとされ、鬼王丸のそばにある宝くじ売り場で
は高額当選が続出中。「日吉夢産地」にいる柚鬼媛は「家内安全」、「縁結
び」、「安産祈願」の願いを叶えることができるとされています。

「鬼王丸」「柚鬼媛」鬼北町


